
小型漁船漁具漁法改良試験

担当者漁業譲長田名都政春

技 師富永草食給

。 沢回兼造
骨 索現光秋

昆胞

前年度に事t緩急小型糠船の鍍輿を計るため漁具織法の改実話験を継続実施し，プ9.マグロ.

4ワν.サA害事治働事己来湯ずる有用資源の効率的利用事r関って検家康得の向上守層る.

(11 浮敷網検業試験

附試験の方法
1 試験船 金徳丸〈傭船) 4. t 1屯 D 3 71P 

漁連丸( ~) 4. 4 1 ~ 貰干 3JP
2. 乗組員 船長以下8名{金徳丸品名， 漁運丸2名〉

3. 試験婦問 自昭和 40年8月228-i5.昭和40年，月 2IJB

...試験海域 背編集北部太平洋海域 (八戸近海}

5.漁 具 浮敷縞tタ流(努1)図参照}

水中集魚灯(8型民射式集魚灯t.O0 0曹 )2ケ

I!:7)試験の経過

本漁業試験は前年度試験船瑞鳴丸に上って本県日本海裕俸において実施したが， .. 本年度は八

戸近海に来激するサパ及び片口イワνを対象にして前年度使用した浮敷網に若干の改良を加え

実施したo (別閣参傾〉

lllJち魚捕部を除〈前垂部及び敷網部の縮結を若干増し前妻都の環の間隔を詰めて網口の締めを

容易にし，前垂部の沈子を敷綱部の方に移動させて網口の開きを大き〈した。文前零部の中央

に補動綱を吊り，前垂部の揚網速度を早〈する様に改良した.

本調査期聞における浮敷網の操業日数は漁具の改良その他の関係で僅か88の出漁に終ったが

操業回数は 27固となっている。

同誌験の結果

本年度における浮敷網漁業試験結果は別表の通りであるが，調査海域は高館神~百石沖にわ

たり同海域の.サパは魚探反応のある割合に灯付浮上が悪<I 従って漁獲皆無の状態が多かった。

この康因として考れられることは同海域は片口イヲジの群が非常に多<，サパはとの片口イワ

νを捕食しているため浮上しなかったためと恩はれる。文この漁業は極〈治岸部で操業されて
いるため川水の流出も影響している事が考えられ定。

片口イワνの漁獲については灯付浮上の状況は良好であるが， ζれを漁獲するためには現在の

絹昆を小さく(2 0節)する必要がある。

本調査期間中の漁獲物魚屋組成及び漁獲数量は次のとおりであった。

ザパ(主として小ピシ〉

スルメイカ

片口イワν
ソタダカツオ

1 0 O~. 

1 4 11 ~ 

51)0 

6尾
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除}考察

八戸近海は 1年の大半を占める期聞を通じてアジ，ナパ，イワν類の来活字が見られるが 5-1 0 
℃級の小型漁船がこれを漁獲するための漁具，漁法には余り適正なものがなく 5-6月の漁間期対

策としても何ら漁具，漁法の研究がなされていない。

当水域はこの穂、閉期対策の 1っとして昨年度日本海で行なった浮敷網漁業試験を本年は八戸市にお

いて当業船を傭船実施したが思わぬ不成績に終った八戸港では本主主主り本漁業の着業船が 2-:3隻

見られたが末だ漁具，漁法の点で劣っており今後八戸近海の魚島及び漁場に適した漁具，漁法の研

究を当水域主共に進めて行くべきである。
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試験調査表
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た。
深まで浮上せず ロイワνの魚群濃く集魚
2回目より Nの潮流i奉くなり操業思わ すれども海面が暗くなる

混ったが4回目以降は小ピン鯖が多か
しからず につれて次第に淡くなり。スルメイカ体長組成 。サパ体長組成 最後に魚探反応全くなく
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昭和 40年度 浮敷網漁業
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試験調査表
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(2) プリ.マグロ流網漁業試験

付}試験の方法

1.試験船 (傭船)漁進丸(2.97tYD 12lP) 

2. 乗組員 船長以下 5名

3. 調査期間

4. 調査海域

5. 型車 呉

自昭和40年 6月 17日 至昭和 40年 8月 15日

本県， 日本海治岸

プリ.マグロ流網 1 8把

内訳 アミラ y 210b/9本 11 5弘{三8寸) 8把

。 210b，'(2* 151.抗(5.吋)1 0反

会l試験の経過

前年度において良好な試験成績を収めたプリ.マグロ流網漁業試験を本年度も引続き実施した。

本年度は昨年度磁網の基しかった 21 0 b/守本子 10 9完.115'%，(3.6寸-3.8寸)の網

に本年Fきは 210b/12本子 I51.5兎(5す呂}のアミラシ網を 10反補充し昨年度と同時

期上り漁業試験を実施した。当初ま 26反を告を渇したが之宮 7七のd型船では持反数が多<，航

行時危険を生じたので 3.付制措Z挙協九. 3. ftす8民 M 寸 101え計 18反を主ーとして

使用した.

川試験の結果

調査期聞は 608聞で出漁回数は 15国であったが，本短度の流網に土る漁鍾別の漁獲数量は

プ98尾 29.9 K (平均3.7K)，メジマグロ 5尾 11.6K{平均3.9K )でその他ピシナパS

尾，片口イワν7島大羽イワν1吊ブグ 4亀カニ 5尾の漁獲に終った。

調査結果から見た百合別の魚寝別椿本 i状況は漁獲は少いがプ9は全部 5寸自に緩網し，メジマグ

ロは主に 3.8寸自に擢網している。これは今後の調査を待たなければはっきりしたことは云えな

いが，プリは比較的網恩を嫌わないが，マグロ類は非常に網目に敏感な結果ではないかと考えら

れる。

結論的として本年度不況の原因について考えて見ると①志年は例年に比べ片口イワνの来滋が少
〈従ってとれを摂餌するためのプリ，マグロ類の浮上が少なかった。(2)前年度の漁場であった鮒

近に本年肢は大型定置及びI!建料の建込が数ケ所出たため流棋漁場が相当権rj約された。又本年度

は市、狩(十三)沖及び久六島附近に相当マグロのナムヲが見られた夜、かち考えて本俸の漁場は昨

年上り速い海域に形成された感がある。@前年度に比べ本伝度は券購tf_，号司美治不順台国髄聾妨沙な上勺h

同考 察

供試漁具について Z、5の考察を述べてみると

I 本年度漁獲したプ98尾は全部21 0 b / 1 2;;t;: 1 5 1. 5四(5寸目)の網で漁獲されてい

ることから考えてプリには密会太い絹地のものを俊沼しても来瀞量があれば漁獲が出来ると思

われるが，通E目舎について考えると中網を21 0 b/宮本，外網を 210b/12本とした

5枚網を使用するととも考え九れる.

E 又メジマグロにつL・ては本年度議長獲した 3滋は全部がliOb/宮本 11 5_ {三 8寸〉の

網目で漁獲されており， 2 1 0 b/  1孟窓 15 1.事務( 5す目〉では 1尾漁聾されていない点

を考えてみると，マグロを対象としな縫合は会輯主義艇の発達に伴い細い縄地の強力なものを今

後使用する事が必要と患われるe

-14守一



網 地

緑 網

据 網

浮子概

浮 子

吊 糸

目通し糸

羽交糸

締結

フ 流網仕様書{昭和0年度)

アミラシ 2 1 0 b/1 2本，クスジミ 151.5%(5寸)6 0目掛 75.8( 5 0間?
21 0札/15本 1自， 1 8本半白イセ網21本半日口線 15本半目

綿 5号(カツチ，エキス染)1 50匁(5寸)1 9目

ハイ.クレ混撚 2x3 209付右左各 t本

日本海鱒流網用合成浮子 3 5枚

クνモナ 2 5号(浮子の両端から吊る長き約 27cm) 2本合せ

クレモナ 1 5号

クνモナ 2 5号

内容1) 4割 5分

。沈子杭 沈子は不要

身網

アミラシ 21 0・b/12本

1 51. 5弘(5寸目)

6 013掛

- 150ー
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